
 

第 21 回 岩手県理学療法士学術大会 

演題募集要項 

 

「第 21 回 岩手県理学療法士学術大会」の発表演題を、以下の要項で募集いたします。盛大な学術大会とな

りますよう、皆様からの多数のご応募をお待ち致しております。なお、今回の学術大会は昨年より約 1 ヶ月

早い開催となり、演題締め切りも早くなっておりますのでご注意ください。 

 

１．応募資格 

  １）筆頭演者は一般社団法人 岩手県理学療法士会会員に限ります。 

  ２）演題は未発表のものに限ります。 

  ３）他の学会･研究会･検討会等で口演されたもの、卒業論文等を内容的に発展させて発表する場合は、

この限りではありません。 

 

２．演題応募方法（演題応募に関する全ての手続きは E‐mail のみとさせていただきます。） 

  １）演題募集の分類 

    本大会では指定演題発表(口述)と一般演題発表(口述・ポスター)の 2 種類の演題を受け付けます． 

    （１）指定演題発表 3 演題 

       「歩行」に関するもの 

※指定演題の選考に関しては応募数や内容に応じて準備委員会にて調整させて頂きますので、

ご理解の程宜しくお願い致します。 

    （２）一般演題発表 口述 5 演題 ポスター20 演題 

       発表内容を問いません 

      ※一般演題で応募頂いた中から指定演題に相応しいと判断させて頂いた場合には、変更をお願

いする場合がございます。 

  ２）応募の流れ 

   【演題エントリー】 ⇒ 【演題抄録送付】の順で登録を行っていただきます。 

（演題エントリー締め切り日と、演題抄録送付の締め切り日は異なりますので、ご注意願います。） 

  （１）演題エントリー 

   件名を『岩手学会演題エントリー』とし、メール本文に演者氏名・所属名・演題名・発 

   表の内容（指定演題・一般演題(口述またはポスター)）をご記入の上、送 

   信をお願いいたします。 

     ※演題エントリーの時点で発表形式の希望を受付いたしますが、発表形式の最終決定は

学術大会長が行いますので、希望に添えない場合がございますことをご了承願います。

尚、その場合は大会事務局よりご連絡致します。 

 

   演題エントリー締め切りは平成 31 年 6 月 28 日(金)正午まで（必着）とさせ 

   ていただきます。 

        ⇒ご登録の際に送信された E‐mail アドレス宛で登録完了通知を送信致します。 

  （２）演題抄録について 

   ①演題名・所属名・演者氏名・keywords（3 つ）と本文の構成でお願い致します。フォント 

    は『MS 明朝』で統一し、演題名は 12 ポイント、本文は 10.5 ポイント、英数字は半角で

作成し 1,000 文字以内にまとめて下さい。 

   ②本文は、【目的】【方法】【結果】【考察】【まとめ】などの項目立てでまとめて下さい。 

   ③演題抄録は、件名を『岩手学会演題抄録』とし、添付ファイル（Microsoft Word）で送信 

    願います。 

演題抄録提出締め切りは平成 31 年 7 月 19 日(金)正午まで（必着）とさせて 

    いただきます。 

演題応募先 E‐mail ： yasuhiro@iwate-pt.com 



 

 

３．演題の採択について 

  １）演題審査は「募集要項に沿っているか」「倫理的配慮に問題はないか」の 2 点で審査させていただ

きます。 

  ２）演題採択の最終的な判断は大会長が行い、大会事務局よりご連絡いたします。 

 

４．倫理規定について（岩手県理学療法士学術大会に関する運営要綱に基づく） 

  １）研究における倫理的配慮に関しては、会員が所属している施設の倫理委員会等で、本大会発表の承

認を得た演題を採用することとします。 

  ２）会員の所属施設に倫理委員会が設置されていない場合には、施設長等の許可を得たことをもって採

用することとします。 

  ※同封の「第 21 回岩手県理学療法士学術大会 演題募集における倫理的配慮について」もご参照くだ 

さい。 

 

５．利益相反の開示について 

本学術大会事業に関わる研究活動において利益相反が発生する場合は、日本理学療法士学会が設ける

「利益相反の開示に関する基準」をご参照いただき、利益相反の開示に対する対応をお願いします。 

http://jspt.japanpt.or.jp/shinsa/coi/ 

 

６．演題発表上の留意点 

  口述発表 

  １）時間は 7 分以内、１演題あたり 3 分程度の質疑応答時間を設けます。 

  ２）発表形式は Power point によるコンピュータプレゼンテーションとさせていただきます。 

３）スライドは 10 枚以内を厳守して下さい。 

 

ポスター発表 

１）5 分程度の発表の後、1 演題あたり 5 分程度の質疑応答時間を設けます。 

２）パネルには事務局で予め演題番号（20ｃｍ×20ｃｍ）を掲示します。 

３）演題名、所属、氏名（縦 20ｃｍ×横 70ｃｍ）は各自ご用意の上、演題番号の隣に掲示ください。 

４）ポスターは縦 160ｃｍ×横 90ｃｍで作成してください。 

５）掲示に必要な押しピンは大会事務局で用意いたします。 

 

７．新人教育プログラム、専門・認定理学療法士制度の単位・ポイント認定について 

 

新人教育プログラムの該当の方は、演題発表により『Ｃ－６症例発表』の単位が認定されます。 

理学療法の臨床の履修条件４単位中の３単位を演題発表で得ることが出来ます。 

セミナーは新人教育プログラムの単位の読み替えとして認定されます。 

専門・認定理学療法士制度の方では、受講で 10 ポイント、演題発表で 5 ポイント追加、論文化で 40 ポ

イント追加となります。 

 

※該当する方は、学会当日にカード会員証を忘れずにお持ちください。 

 

８．その他 

１）演題抄録については、より内容を充実させるために、大会準備委員会から助言をさせていただくこ 

  ともあります。 

２）本学会で発表された演題は、当会学術誌へ論文投稿することができます。その中で、岩手県理学療

法士学術大会の大会賞及び大会奨励賞を選出いたします。 

 

               

【お問い合わせ先】：第 21 回岩手県理学療法士学術大会準備委員長 村上康拓 

E-mail：yasuhiro@iwate-pt.com 



第 21 回岩手県理学療法士学術大会 

演題募集における倫理的配慮について 

 

 演題募集における倫理的配慮について、ご説明いたします。 

 演題の倫理的配慮につきましては、世界医師会によるヘルシンキ宣言の勧告

に従っていることとして下さい。その上で、対象者への説明と同意を得たことを

抄録本文中に記載して下さい。また、発表内容に対し、各施設での倫理委員会等

で承認を得るか、または施設長の了承を得て下さい。 

 さらに、ヒト以外を対象とした研究の場合であっても、動物を用いた実験では

動物実験に関する指針：解説（社団法人日本実験動物学会）に従って行われてい

るか、あるいは動物実験に関する審査委員会の承認を得たものであるか等につ

いて、本文中に記載して下さい。 

 

「ヘルシンキ宣言：ヒトを対象とする医学研究の倫理的原則」 

（http://www.med.or.jp/wma/helsinki02_j.html）(日本医師会による日本語訳) 

 


